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障害者の方のための 

パソコン講座開催 

７月から９月にかけて、障害者の方を対象とした

パソコン講座が開催されます。 

この講座は、財団法人三重ボランティア基金（野

呂昭彦理事長）から助成金の交付を受けて、CTF松

阪が主催して行うものです。 

CTF 松阪ではこれまで聴覚障害者向けパソコン

講座や障害者対象個人向けパソコン講座などを開催

してきましたが、今回開催する講座は、パソコンの

基礎からワードとエクセル入門、さらにはワードの

応用操作までを、系統立てて習得していただけるよ

う計画しております。 

この講座を修了された障害者の方が、パソコンを

活用して社会参加・自己実現をはかられるよう、さ

らには CTF 松阪のワーク会員として活躍されるこ

とを期待して、スタッフ一同張り切っております。 

講座日程など講座概要は次のとおりですが、７月

２５日以降の各コースの受講者を募集しております。

ご希望の方は事務局までお問い合わせください。 

 

開 催 日： 

パソコン入門コース ① ７月４日、５日、１１日、１２日 

パソコン入門コース ② ７月２５日、２６日、８月１日、２日 

ワード・エクセル入門コース ① ８月８日、９日、２２日、２３日 

ワード・エクセル入門コース ② ８月２９日、３０日、９月５日、６日 

ワード応用コース ９月１２日、１３日、２６日、２７日 

開催時刻：各コースとも午前９時３０分から１２時まで 

会 場：松阪市障害者福祉センター（松阪市殿町１５６３番地） 

定 員：各コース５名 

費 用：テキスト代２０００円程度 

受講資格：松阪市内にお住まいの障害者の方で、会場までの往復が可能な方 

ワード・エクセル入門コースは、パソコン入門コースを修了された方、またはそれと同等の知識・

技能をお持ちの方 

ワード応用コースは、ワード・エクセル入門コースを修了された方、またはそれと同等の知識・

技能をお持ちの方 

よいほのもり 

 我が家は創業３０００年の稲作農家だが、最近どうも調子が良くないのである。 

１０年ほど前から圃場整備とかで見渡す限り近代的な農場に変身してしまって、子供の頃

に遊んだ小川や里山は跡形もなく無くなってしまった。夏になるとトンボが飛びホタルが

舞い、うるさいほどにないていたカエルもいない。そのせいでヘビもいなくなり代わりにマムシが横行している。

毎早朝、さえずっていたスズメさえもいなくなってしまった。 

 今、自然保護をテーマに愛・地球博が開催されていますが経済優先のわが国でどうなりますことやら。前回のコ

ラムで川口会長も自然の大切さを訴えておられましたが、一度失った自然はもう

元には戻りません。失う前によ～く考えましょう。          (0.1) 

 

第２８号 ２００５年７月 発行：ＣＴＦ松阪

今月号は文字数が多いので、１ページと２ページ、４ページにＳＰコードをそれぞれ２個ずつ付け

てあります。１ページと２ページ、４ページでは、先に左下のＳＰコードを、次に右下のＳＰコードを

読んでください。 
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インターネットを支える技術 Ⅰ 

 

インターネットはどのようにして出来たのでしょう 

１９６１年にアメリカのユタ州で三つの電話中継

基地が爆破され、国防回線が完全にマヒした事で、

アメリカ空軍のＲＡＮＤ戦略研究所が核戦争にも耐

えうる通信システムの研究に着手したのが始まりと

されています。 

１９６４年には情報をパケット(小包)化する事で、

いくつかの中継所が遮断されても情報を迂回させ目

的地まで伝達する通信システムが出来ました。そし

て、１９６９年９月にカリフォルニア大学ロスアン

ゼルス校に最初のルーターが設置され、続いてスタ

ンフォード大学、カリフォルニア大学サンタバーバ

ラ校にも導入され、ここに２４時間回線を繋ぎっぱ

なしの Computer Network が誕生しました。これ

がＡＲＰＡＮＥＴと名づけられインターネットの元

となりました。その後、ＡＲＰＡＮＥＴに参加でき

ない大学や研究所を結ぶＵＳＥＮＥＴ・ ＣＳＮＥ

Ｔ・ ＢＩＴＮＥＴなどのネットワークが誕生し、１

９９０年頃までにはアメリカじゅうのネットワーク

が相互接続されてインターネットの原型となる通信

網が形成されました。 

また、１９９２年にインターネットに繋がるすべ

てのサーバーのディスクにある文書が簡単に相互に

閲覧、転送のリンクが可能になる様な方式が考案さ

れました。この仕組みはＷＷＷ(World Wide Web)

と名づけられ現在に至っています。 

ソフト面ではＷＷＷに共感したイリノイ大学の学

生たちが、１９９３年にＷＷＷ閲覧プログラム「モ

ザイク」を開発し画像も表示出来る様になりました。

その後、彼らはネットスケープ・コミュニケーショ

ンズ社を設立し、ＷＷＷブラウザ Netscape 

Navigator の開発によりインターネット人口も爆

発的に増加し、マスコミにも「インターネット」と

いう言葉が登場し始め、その存在が一般にも知られ

るようになりました。１９９５年には Microsoft 社

もモザイクのライセンスを受け「インターネット・

エクスプローラー」を開発し Windows 95 と共に

無料配布し現在に至っています。 

 

 

 

 

 

 

編集部から 

 毎日３０度を越える夏日、夕立でもあるといいので

すが、それもなく息苦しくなりますね。 

 松阪のお祭り「祇園祭」が近づいてきました。お祭

りに参加して、夏の暑さをふっ飛ばしましょう。 
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第 1６回理事会開催 

 

６月１１日（土）松阪市障害者福祉センター（松

阪市殿町）において、理事７名が出席し、第１６回

理事会を開催しました。 

内容は次のとおりです 

 

 

 

 

 

 

1.最近の活動状況の報告 

2.今後の活動計画その他の審議（以下の事項をそれぞれ決定しました） 

☆障害者対象個人向けパソコン講座（定例）の開催について 

☆ボランティア活動資金（助成金）を活用したパソコン講座の開催について 

☆事務局構成員の任命について・・・全員再任 

 

 

 

 

【６月】の活動報告 

第１６回理事会 

１１日  １３：３０～１６：００ 

松阪市障害者福祉センターにて 

障害者対象個人向けパソコン講座 

７日、１４日、２１日、２８日 

各９：３０～１１：３０ 

松阪市障害者福祉センターにて 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月】の活動予定 

障害者の方のためのパソコン講座 

パソコン入門コース① 

４日、５日、１１日、１２日 

各９：３０～１１：３０ 

松阪市障害者福祉センターにて 

パソコン入門コース② 

２５日、２６日、８月１日、２日 

各９：３０～１１：３０ 

松阪市障害者福祉センターにて 

障害者対象個人向けパソコン講座 

１９日  ９：３０～１１：３０ 

松阪市障害者福祉センターにて 

 

 

小暑・大暑・土用 

７月７日は小暑、２３日は大暑です。 

これらは二十四節気の名称で、小暑は、「梅雨が明け、暑さが厳しくなる」時期。

大暑は、「暑さが最も厳しい」時期と言われています。 

また土用は春夏秋冬各季節の終わりの１８日ないし１９日間のことで、年４回あ

りますが、現在は夏の土用のみを土用と言うことが多いです。ちなみに今年の夏の

土用は、７月１９日から８月６日までの１９日間で、鰻の厄日「土用の丑の日」は

７月２８日です。 
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リレー随筆ナンバー２６  今月は、筋萎縮性側索硬化症（ALS）患者さんの支援組織「みえ als の会」副会長

として、お忙しくご活躍の笠井敬子様からご投稿をいただきました。 

 

 

✾ 陽だまりに 小さき背中の 車椅子 

看病していた頃、ほんの一時の安らぎの中で、ふと浮かんだ言葉でした。 

｢毎日車椅子に乗せて欲しい｣と言っていた主人。 

車椅子に乗り家中を一巡し、最後はリビング外のウッドデッキへ・・・ 

そして、アイコンタクトで｢こ・お・ひ・い｣と言ってニッコリする。 

｢僕に遠慮せずにコーヒーでも飲んだら…｣と言ってくれているんです。 

まだ少し寒い春の陽だまりの中で、沢山の花々に囲まれ、ゆったりとした時間が過ぎてゆく。穏や

かな主人の背中を眺めながら飲むコーヒーのおいしい事。 

何時しか、大きかった主人の背中が、背もたれに隠れて小さく見えていた。 

消えてしまわないように、抱きついていたいとさえ思った。 

ぽかぽかと暖かい日差しに包まれた主人の顔を見ていると、何も考えられないほど心が穏やかにな

っていた。涙をいっぱい溜めて・・・ 

１９歳の夏休みに６歳上の主人と結婚。(そう、私、学生結婚だったんです) 

新婚旅行先で、冗談にも「人攫いか？」と言われて怒っていた主人。 

ワカメが増えるなんて事も知らずお味噌汁が味噌炊きになってしまったり、すき焼きの糸コンを食

べようとしたら何処までも続いていたり、父親に叱られた時のように何時も泣いてばかり。 

そんな私でも、生きた鰻を料理する事も出来るようになっていたんですよ。 

 病気と何時までも闘う覚悟でバリアフリー住宅を新築。 

それから数年間、食べられなくなって行く主人のためだけに立っていた台所。 

今はもう“おいしいやろ”と言う相手も居らず、やる気も無く、失敗ばかり。“人ってこんなに変

われるもんやろか”と息子達から言われてしまった。 

パンが焦げたら削って食べたら良いやん！ やっぱしあかんやろか？ 

笠井 敬子 

 

 

 

＊アイコンタクト・・・目で会話する 

例｢こ・お・ひ・い｣ 

｢あ・か・さ…｣と順に介護者が声を出し読みあ

げ、患者が｢か｣で瞼を伏せる。｢か｣行である事

が分り、次に｢か・き・く…｣と｢か｣行を読みあ

げ、患者は｢こ｣で瞼を伏せる。 

それで、一文字目が｢こ｣だと分かる。二文字

目・三文字目と、同じように続ける。 
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